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就任のごあいさつ…………………………………………………………… 2〜 3

～持続可能で未来志向の越前町へ～
髙田町長 初登庁



就
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ご
あ
い
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つ

町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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前
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樹
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前
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議
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信

越
前
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議
会
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議
長

　
米
　
沢
　
康
　
彦

　
柔
ら
か
な
陽
ざ
し
と
と
も
に
桜
が
咲
く
頃
、
町
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
の
越
前
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、

あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
第
４
代
越
前
町
長
と
し
て
町

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
住
民

福
祉
の
増
進
の
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　
さ
て
、
私
は
、
選
挙
の
際
に
申
し
上
げ
て
お
り
ま
し
た
「
ひ

ら
か
れ
た
ま
ち
」「
持
続
可
能
な
ま
ち
」「
未
来
志
向
の
ま
ち
」
の

３
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、１
つ
目
の
「
ひ
ら
か
れ
た
ま
ち
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

町
政
は
町
民
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。町
民
の
声
や
想
い
が
届
き
、

　
平
素
よ
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ま
た
、
去
る
3
月
2
日
の
越
前
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
14
名
の
議
員

を
町
議
会
に
送
り
出
し
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
こ
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
私
ど
も
は
、
3
月
18
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
越

前
町
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る

光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
議
会
の
代
表

と
し
て
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
の
町
の
活
性
化
や
少
子
・
高
齢

化
対
策
、
多
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
防
災
・
減
災
対
策
、
少
子

化
に
伴
う
小
中
学
校
の
統
廃
合
、
加
速
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
社
会

ま
た
、
町
政
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
よ
り
透
明
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
町
民

の
皆
様
に
届
き
や
す
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
私
自
身
も

現
場
へ
足
を
運
び
、
町
民
の
皆
様
と
直
接
語
り
合
い
、
と
も
に

考
え
、
行
動
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

次
に
、
2
つ
目
の
「
持
続
可
能
な
ま
ち 

～
く
ら
し
の
イ
ン

フ
ラ
を
守
り
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
～
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

急
激
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
な
ど
、
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
く
、
行
政

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
町
民
の
生
活
に
不
可
欠
な
移
動
手
段
の
確
保

や
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
を
進
め
る
こ

と
で
、
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
継
続

し
た
子
育
て
支
援
や
高
校
生
の
通
学
支
援
の
拡
充
、
障
が
い
者

が
相
談
し
や
す
い
体
制
の
整
備
な
ど
、
町
民
の
誰
も
が
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
防

災
減
災
対
策
や
鳥
獣
被
害
対
策
、
空
き
家
対
策
な
ど
へ
の
対
応

も
現
状
に
即
し
た
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

へ
の
対
応
、
更
に
は
、
道
路
網
、
地
域
公
共
交
通
や
教
育
環
境

の
整
備
な
ど
、
福
祉
充
実
の
た
め
の
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

財
政
が
一
層
厳
し
く
な
る
状
況
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
課
題

の
解
決
に
向
け
て
効
果
的
な
事
業
を
的
確
に
実
施
し
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
私
た
ち
町
議
会
は
、
皆
様
の
多
様
な
意
見
を
お

聞
き
し
、
町
政
に
適
切
に
反
映
で
き
る
よ
う
行
政
当
局
と
建
設

的
で
真
摯
な
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
議
会
の
使
命
を
全
力
で
果

た
し
、
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
越
前
町
の
実
現
に
努

力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
断
の
議
会
改
革
、
活
性
化
に
努
め
、
町
民
の
皆
様

に
開
か
れ
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
町
議
会
の
活

動
や
町
政
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
3
つ
目
の
「
未
来
志
向
の
ま
ち 

～
地
域
の
特
色

が
未
来
へ
活
き
る
ま
ち
～
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
越
前
町
に
あ

る
豊
か
な
自
然
、
歴
史
や
文
化
・
伝
統
を
含
め
た
素
晴
ら
し
い

地
域
資
源
を
活
か
し
、
関
係
人
口
お
よ
び
交
流
人
口
を
拡
大
・

創
出
す
る
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
産
業
分
野
で
は
、
農
林
水
産
業
の
付
加
価
値
の

向
上
や
ス
マ
ー
ト
技
術
を
活
用
し
た
省
力
化
を
図
り
、
さ
ら

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
に
つ

い
て
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
あ
る
観
光
施
設
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出

し
、
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
効
に
活
用

し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
私
も
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
越
前
町
の
強
み
や
魅
力
に
つ
い
て
様
々
な
機
会

を
利
用
し
、
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
様
々
な
課
題
と
向
き
合
う
中
で
、
時
に
は
厳
し
い
判

断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
町
民
の
皆

様
の
幸
せ
を
最
優
先
に
考
え
、
汗
を
か
く
こ
と
を
惜
し
ま
ず
、

皆
様
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議　
長　
藤　
野　
菊　
信

副
議
長　
米　
沢　
康　
彦

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
委
員

◎
：
委
員
長　
○
：
副
委
員
長

■ 

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
7
人
）

	
 

◎	

吉　
田　
憲　
行	　
○ 

中　
野　
斗　
夢

		


伊　
部　
良　
美	　
　

 

藤　
野　
菊　
信

		


駒　
野　
孝
一
郎	　
　

 

寺　
坂　
大　
地

		


斎　
藤　
諒　
太

■ 

産
業
土
木
常
任
委
員
会
（
7
人
） 

	
 

◎	

小　
松　
高　
宏	　
○ 

髙　
松　
恒　
雄

		


木　
村　
　
　
繁	　
　

 

笠　
原　
秀　
樹

		


佐
々
木　
一　
郎	　
　

 

米　
沢　
康　
彦

		


川　
口　
宜　
亮

■ 

議
会
運
営
委
員
会
（
6
人
）

	
 

◎	

笠　
原　
秀　
樹	　
○ 

川　
口　
宜　
亮

		


佐
々
木　
一　
郎	　
　

 

米　
沢　
康　
彦

		


吉　
田　
憲　
行	　
　

 

小　
松　
高　
宏

■ 

議
会
広
報
特
別
委
員
会
（
8
人
）

	
 

◎ 	

佐
々
木　
一　
郎	　
○ 

寺　
坂　
大　
地

		


木　
村　
　
　
繁	　
　

 

駒　
野　
孝
一
郎

		


髙　
松　
恒　
雄	　
　

 

川　
口　
宜　
亮

		


斎　
藤　
諒　
太	　
　

 

中　
野　
斗　
夢

■ 

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
（
14
人
）

	
 

◎	

米　
沢　
康　
彦	　
○ 

斎　
藤　
諒　
太

■ 

原
子
力
発
電
安
全
対
策
特
別
委
員
会
（
14
人
）

	
 

◎	

伊　
部　
良　
美	　
○ 

駒　
野　
孝
一
郎

越
前
町
議
会
構
成

議
長
・
副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
は
、

『
越
前
町
の
次
代
へ
の
架
け
橋
と
な
る
予
算
』

　
令
和
７
年
度
当
初
予
算
は
、
３
月
２
日
に
町
長

選
挙
が
行
わ
れ
た
た
め
、
町
長
の
政
策
的
な
判
断

が
必
要
と
な
る
新
規
事
業
な
ど
は
計
上
し
な
い
「
骨

格
予
算
」
と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。
新
規
事
業

な
ど
は
、
今
後
の
補
正
予
算
で
計
上
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
を
合
わ
せ

た
予
算
額
は
２
１
４
億
8
，
３
７
８
万
２
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
6
億
6
，１
９
６
万
３
千
円
の
減（
３
．

０
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
１
３
６
億
4
，
０
０
０
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
８
億
２
，
０
０
０
万
円

の
減
（
５
．
７
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
増
減
の
主
な
も
の
と
し
て
、
児
童
手
当
の
拡
充
な

ど
に
よ
り
扶
助
費
は
１
億
５
，
１
１
３
万
６
千
円

の
増
、
地
域
交
流
施
設
整
備
事
業
の
減
な
ど
に
よ

り
普
通
建
設
事
業
費
は
８
億
５
，
７
５
８
万
１
千

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
６
月
補
正
予
算
後
の

広
報
え
ち
ぜ
ん
（
７
月
号
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計・歳入歳出予算の内訳

会　　計　　名 令和7年度予算額
❶

令和6年度予算額
❷

増　減　額
❶−❷＝❸

増減率（％）
❸ /❷×100

一　般　会　計 136億4,000万円 144億6,000万円 ▲8億2,000万円 ▲5.7％

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険事業 21億9,946万円 22億9,588万4千円 ▲9,642万4千円 ▲4.2％

介 護 保 険 事 業 23億5,390万2千円 23億4,437万2千円 953万円 0.4％

後期高齢者医療事業 3億5,466万4千円 3億4,479万3千円 987万1千円 2.9％

温 泉 事 業 1,751万4千円 2,123万1千円 ▲371万7千円 ▲17.5％

農林漁業体験実習館事業 2,957万4千円 2,663万5千円 293万9千円 11.0％

土地区画整理事業 4万3千円 3万7千円 6千円 16.2％

小　　　計 49億5,515万7千円 50億3,295万2千円 ▲7,779万5千円 ▲1.5％

事
業
会
計

水 道 事 業 9億3,153万8千円 9億7,674万3千円 ▲4,520万5千円 ▲4.6％

下 水 道 事 業 15億8,942万5千円 13億3,294万7千円 2億5,647万8千円 19.2％

国民健康保険病院事業 3億6,766万2千円 3億4,310万3千円 2,455万9千円 7.2％

小　　　　　　計 28億8,862万5千円 26億5,279万3千円 2億3,583万2千円 8.9％

合　　　　　計 214億8,378万2千円 221億4,574万5千円 ▲6億6,196万3千円 ▲3.0％

ま
ち
の
予
算

わ
た
し
た
ち
の

予
算
規
模

町税
21億8,830万円
（16.0％）

地方交付税
54億円
（39.6％）

国、県支出金
25億5,584万2千円
（18.7％）

その他
33億445万8千円
（24.3％）

町債
1億9,140万円
（1.4％）

歳  入
136億4,000万円

人件費
23億2,050万3千円
（17.0％）

公債費
13億8,805万4千円
（10.2％）

普通建設事業費
6億1,144万3千円
（4.5％）

その他
70億7,305万8千円
（51.8％）

扶助費
22億4,694万2千円
（16.5％）

歳  出
136億4,000万円
【性質別】

（％：構成比）

（行政区順、敬称略）

町と町民の架け橋になっていただく令和7年の区長が決まりました。
各地区の区長は、次のみなさんです。よろしくお願いします。

新しい区長をご紹介します

区　名 区　長　名

西 田 中 孝　久　幸　一

内 郡 春　木　與志和

朝 日 上　田　　　守

上 川 去 齊　藤　哲　朗

春 日 田　中　義　男

岩 開 織　田　清　高

佐 々 生 松　田　信一郎

宇 田 出　口　義　浩

気 比 庄 宮　﨑　敏　幸

田 中 塩　屋　貞　美

市 伊　藤　久　幸

乙 坂 木　下　浩　信

栃 川 善　田　俊　一

天 王 高　橋　正　人

宝 泉 寺 竹　内　康　廣

金 谷 吉　田　善　男

青 野 荒　木　博　文

頭 谷 水　野　　　平

茱 原 爲　國　藤　治

境 野 山　口　明　彦

横 山 佐々木　昭　司

牛 越 鷲　田　孝　幸

野 末 奥　本　直　二

大 畑 藤　﨑　嘉　文

小 倉 獅子原　　　治

葛 野 漆　﨑　賢　治

野 田 和　田　　　明

下 糸 生 野　村　和　彦

脇 渡　辺　康　仁

大 谷 寺 水　島　秀　嘉

中 野 中　上　　　東

上 糸 生 渡　邉　隆　満

大 玉 上　山　石　雄

清 水 戸　田　隆　久

森 渡　邉　俊　之

杖 立 松　島　孝　恵

小 川 野　村　祐一郎

天 谷 坂　下　正　晴

朝　日　地　区

区　名 区　長　名

熊 谷 北　野　久　治

古 屋 木　村　健　吾

増 谷 上　野　重　隆

小曽原 大区長 山　内　栄　寿

小曽原 第1 古　川　清　孝

小曽原 第2 油　田　健　男

小曽原 第3 木　原　尚　裕

江波 大区長 坂　下　新　吾

江波 第1 玉　村　健　一

江波 第2 井　上　康　博

江波 第3 増　田　順　一

広 野 岩　原　克　美

蚊 谷 寺 武　田　一　茂

樫津 大区長 武　藤　壽　一

樫津 第1 阿蘇谷　　　均

樫津 第2 佐々木　　　優

八田新保 吉　田　重　信

舟 場 岡　田　　　実

八 田 関　谷　孝　一

陶の谷 総区長 小　林　哲　夫

円 満 山　田　多一郎

上 野 黒　田　英　一

野 鷲　田　有　人

宇 須 尾 小　林　哲　夫

大 谷 佐　藤　克　也

蟬 口 佐々木　久　宏

寺 山　田　誠一郎

宮　崎　地　区

区　名 区　長　名

玉 川 橋　本　　　実

血 ヶ 平 森　川　修　一

左 右 小刀称　治　一

梨子ヶ平 滝　本　正　美

梅 浦 青　柳　隆　治

上 瀬 堂　埜　浩　司

中 筋 加　茂　昌　幸

下 側 大　川　一　樹

上 側 畦　地　和　人

鷺 崎 笹　下　弘　毅

宿 藤　野　利　和

新 保 竹　村　　　亮

城 ヶ 谷 長　田　佐　平

小 樟 畑　　　雅　樹

大 樟 荒　木　正　道

道 口 河　邉　隆　三

厨 岩　﨑　喜三郎

茂 原 岩　﨑　紳　二

白 浜 山　口　良　和

高 佐 三田村　保　夫

米 ノ 山　口　哲　司

午房ヶ平 嶽　　　　　茂

六 呂 師 石　田　和　也

越　前　地　区

区　名 区　長　名

織田大区 水　嶋　幸　一

鎌 坂 駒　野　修　治

北 北　嶋　一　男

東 佐　藤　優　二

高 橋 駒　野　和　雄

辻󠄀 河　原　　　健

馬 場 島　野　良　男

上 野 水　島　千　覚

寺 家 鈴　木　一　郎

杉 の 花 助　田　重　義

市 場 髙　原　　　弘

堤 嶋　野　義　幸

平 等 藤　田　和　範

下 河 原 大　川　洋　子

矢 倉 谷　野　一　也

中 水　嶋　正　人

大 王 丸 藤　井　亮　一

三 崎 河　上　佳　人

打 越 水　島　修　仁

四 ッ 杉 安　原　　　寛

下 山 中 中　西　一　夫

上 山 中 林　　　吉　治

細 野 渡　邉　良　一

岩 倉 佐々木　孝　夫

笹 川 渡　辺　博　明

桜 谷 伊　藤　由　郎

山 田 石　田　志　信

赤 井 谷 森　川　勝　彦

入 尾 佐々木　英　二

笈 松 向　　　一　義

萩野の里 松　井　　　昇

脇 谷 山　形　龍　春

丸 山 佐々木　正　之

西 ヶ 丘 田　中　博　信

上 戸 牧　野　哲　司

織　田　地　区

問合せ先　総務課　☎34‒8700 問合せ先　財政課　☎34‒8711
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えちぜんまちの話題をお届けします!



　

町
で
は
、
ご
み
減
量
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
生
ご
み
処
理
容
器
と
家
庭
用
電
動
式
生
ご

み
処
理
機
の
購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
生
ご

み
を
た
い
肥
化
す
る
こ
と
で
、
可
燃
ご
み
を
約

30
％
削
減
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
の

周
り
か
ら
で
き
る
ご
み
の
減
量
化
対
策
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
生
ご
み
処
理
容
器
﹈

　
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
や
密
閉
バ
ケ
ツ
を
購
入
し

た
町
内
の
個
人
や
団
体
に
、
購
入
費
用
の
3
分

の
2
以
内
（
コ
ン
ポ
ス
ト
：
上
限
1
万
円
、
密

閉
バ
ケ
ツ
：
上
限
2
千
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
方
法

　
商
品
購
入
後
、
印
鑑
、
通
帳
、
領
収
書
を
持
参

の
上
、住
民
環
境
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
﹈

　
町
内
の
店
舗
で
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
す
る
町
内
の
個
人
に
、
購
入
費
用
の
３
分

の
２
以
内
（
上
限
４
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
方
法

　
商
品
を
購
入
す
る
前
に
、
印
鑑
、
通
帳
、
見

積
書
を
持
参
の
上
、
住
民
環
境
課
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
前
に
商
品
を
購
入
し
た
場
合
、
補
助

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-

８
７
０
８

生
ご
み
処
理
容
器
・
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
を
補
助
し
ま
す

令和7年度
通学支援補助金の受付が始まりました

【補助を受ける際の注意点】
　対象定期券は、自宅から通学する学校に最も近いバス停または駅までの区間で、有効期間が最長のも
のとします。１ヶ月や３ヶ月など短期間の定期券を購入した場合の差額は自己負担となります。

丹生高校
町内在住の生徒は定期券価格の全額
町外在住の生徒は定期券価格の3割

丹生高校以外の場合
定期券価格から月額5,000円を差し引
いた額の5割

補助金の額

　補助金の申請は、定期券購入後に必要書類を添えて、企画振興課または各住民サービス室で申請し
てください。申請書は町ホームページからもダウンロードできます。

①生徒証（新1年生は、合格通知書）の写し
②電車：購入した定期券の写しまたは ICOCA定期

券の内容控えの写し
　バス：購入した ICOCA定期券の内容控えの写し
③振込先の口座番号が分かる通帳の写し
④印鑑

福井鉄道：たけふ新～田原町間
ハピラインふくい：武生～福井間

福鉄バス：鯖浦線、武生・越前海岸線
京福バス：西田中宿堂線

補助金申請の手続き

申請に必要なもの補助対象の鉄道区間とバス路線

問合せ先　企画振興課　☎34–8702

電 車

バ ス

　
町
で
は
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
を
推
進
す
る

た
め
、
町
内
の
住
宅
に
自
家
消
費
型
太
陽
光
発

電
設
備
お
よ
び
蓄
電
池
設
備
を
導
入
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額

①
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
を
セ
ッ
ト
で
導
入

　
上
限
60
万
5
千
円

②
太
陽
光
発
電
設
備
を
単
独
で
導
入 

　
上
限
25
万
円

申
請
方
法

　

申
請
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
、
見
積
書
お
よ
び
見
積

内
訳
書
、
補
助
対
象
設
備
を
設
置
す
る
建
物
の

図
面
、
機
器
配
置
図
、
設
備
の
仕
様
・
諸
元
が

わ
か
る
書
類
、
建
物
の
全
部
事
項
証
明
書
、
町

税
の
完
納
証
明
書
を
添
え
て
、
住
民
環
境
課
の

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
他
の
助
成
制
度
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
交
付
決
定
前
に
設
置
し
た
場
合
、
補
助
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

　
5
月
1
日
㈭
～
10
月
31
日
㈮

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-

８
７
０
８

住
宅
の
太
陽
光
・
蓄
電
池
設
備
導
入
促
進
事
業
補
助
金

▲町HPはこちら▲町HPはこちら

　
春
は
ク
マ
が
冬
眠
か
ら
目
覚
め
、
食
べ
物
を

求
め
て
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
ク
マ
と
遭
遇
し

や
す
い
時
期
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
ク
マ
の
出
没
状
況
を
確
認
し
、
危
険
な
場
所

に
は
近
づ
か
な
い
。

　
県
が
運
営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
福
井
ク
マ

情
報
」
で
出
没
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
出

没
地
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
山
菜
取
り
な
ど
で
入
山
の
際
は
、
周
囲
に
十

分
注
意
す
る
。

　
山
菜
は
ク
マ
の
好
物
で
す
。
山
菜
の
多
い
と
こ

ろ
に
は
ク
マ
も
出
没
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
痕
跡
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

　
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
大
き
な
音
を
出
し

て
移
動
し
、ク
マ
に
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

※
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
農
林
水
産
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課　
☎
３
４-

８
７
０
４

冬
眠
明
け
の
ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

小グマの近くには
母グマがいます！

絶対に近付かないで！

　
3
月
23
日
、
朝
日
地
区
の
河
川
周
辺
で
第
51

回
天
王
川
美
化
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
の
天
王
川
流
域
で
は
、
近
隣
の

み
な
さ
ん
な
ど
が
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
始
め
た
昭
和
49
年
か
ら
比
べ
、

捨
て
ら
れ
て
い
る
ご
み
の
量
は
減
っ
て
い
る
も

の
の
、
空
き
缶
や
空
き
び
ん
な
ど
、
大
量
の
ご

み
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
み
の
中
に
は
、
有
害

な
物
質
や
油
な
ど
を
含
ん
だ
も
の
が
あ
り
、
こ

れ
ら
は
川
の
水
を
汚
染
し
、
生
態
系
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
私
た
ち
の
健
康
や
生
活
に
も
悪
影

響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
美
し
い
景
観
、
住
み
よ
い
環
境
を
作
る
た
め

に
、
ご
み
の
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

第
51
回
天
王
川
美
化
運
動
を
実
施
し
ま
し
た

▲多くの人に参加していただきました▲購入した書庫

　
西
田
中
区
は
、
令
和
6
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業（
宝
く
じ
助
成
）の
採
択
を
受
け
、
集
会

施
設
の
机
や
椅
子
、書
庫
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
、
区
全
体
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
助
成
事

業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
事
業
の
一
環
と

し
て
、（
一
財
）
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
備
品
を
購
入
し
ま
し
た

　
3
月
4
日
、
水
島
ゆ
か
り
さ
ん
（
織
田
地
区

上
野
）
が
「
令
和
6
年
度
ふ
く
い
女
性
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ふ
く
い
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
は
、
女
性
活

躍
の
身
近
な
モ
デ
ル
を
示
し
、
男
女
共
生
社
会

づ
く
り
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、団
体・

グ
ル
ー
プ
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

水
島
さ
ん
は
、
産
前
産
後
の
母
親
に
寄
り

添
い
生
活
の
手
助
け
を
す
る
専
門
家
「
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
」
と
し
て
北
陸
で
初
め
て
認
定
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
自
ら
子
育
て
サ
ロ
ン
を
起

業
し
、
こ
れ
ま
で
１
０
０
回
以
上
の
産
後
ケ

ア
サ
ポ
ー
ト
と
１
０
０
０
回
以
上
の
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
を
行
う
な
ど
、
周
囲
に
頼
る
人
が
い

な
い
母
親
た
ち
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

ふ
く
い
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
表
彰

▲水島ゆかりさん（後列右から２番目）
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えちぜん町からのお知らせ



福井県河川・砂防総合情報（県運営）
河川水位や雨量、河川カメラなどが確認できます。

キキクル（気象庁運営）
気象情報が確認できます。

　
国
勢
調
査
は
、
5
年
に
一
度
、
日
本
に
住
む

す
べ
て
の
人
と
世
帯
（
外
国
人
も
含
む
）
が
対

象
と
な
る
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
町
で
は
、
国
勢
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
調

査
員
を
募
集
し
ま
す
。

内　
　
容　
調
査
票
の
配
布
、
回
収
、
検
査
な
ど

期　
　
間　
9
月
上
旬
～
11
月
上
旬

報　
　
酬　
4
～
5
万
円
程
度

応
募
方
法　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
Ｄ
Ｘ
推
進
室　
☎
３
４-

８
７
０
１

令
和
7
年
国
勢
調
査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
民
間
有
識
者
で
す
。
み
な
さ
ん
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
苦
情
や
相
談
の
解
決
に
向

け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

　
冨
田
一
茂 

氏

　
土
田
満
司 

氏

問
合
せ
先　
総
務
課
（
秘
書
係
）

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
２
８

町
の
行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
土
地
お
よ
び
建
物
の
所
有
者
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
場
合
、
相
続
登
記
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　
登
記
簿
な
ど
に
よ
り
不
動
産
の
所
有
者
が
判

明
し
な
い
も
の
や
、
所
有
者
の
所
在
が
不
明
で

あ
る
も
の
が
増
大
し
、
社
会
的
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
相
続
に
よ
り
不
動
産
を
取
得

し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
3
年
以
内
に
相
続

登
記
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
法
律
上
の
義
務

に
な
り
ま
す
。
過
去
に
取
得
し
た
も
の
も
対
象

と
な
り
、
そ
の
場
合
は
、
令
和
6
年
4
月
か
ら

3
年
間
が
履
行
期
間
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
正
当
な
理
由
な
く
義
務
に
違
反
し
た

場
合
は
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　
福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局

　
☎︎
２
２-

８
０
２
４

令
和
6
年
4
月
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
利
用
促
進

の
た
め
、
令
和
4
年
12
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
よ
る
証
明
書
交
付
の
手
数
料
は
、
役
場
窓
口

で
の
交
付
よ
り
１
５
０
円
減
額
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
3
月
31
日
を
も
っ
て
減
額
期
間
が
終

了
し
ま
し
た
。

　
4
月
1
日
以
降
は
、
役
場
窓
口
で
の
交
付
と

同
額
に
な
り
ま
す
が
、
全
国
の
店
舗
で
休
日
問

わ
ず
午
前
6
時
30
分
か
ら
午
後
11
時
ま
で
利
用

で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
申
請
書
の
記
入
も

不
要
で
大
変
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
の
で
、
今

後
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-

８
７
０
８

コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
の
減
額
期
間
が
終
了
し
ま
し
た

　
電
子
決
済
ア
プ
リ
の
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り

機
能
を
使
っ
て
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
で
、
町
税
な
ど
を
ス
マ
ホ
で
納
付
で

き
ま
す
。
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能
で
、
手

数
料
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

利
用
で
き
る
電
子
決
済
ア
プ
リ

対
象
と
な
る
町
税
な
ど

・
町
県
民
税　
・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税　
・
介
護
保
険
料

・
上
下
水
道
料　
・
住
宅
使
用
料

問
合
せ
先　
会
計
課　
☎
３
４-

８
７
０
６

電
子
決
済
ア
プ
リ
を
使
っ
て
町
税
な
ど
を

ス
マ
ホ
で
納
付
で
き
ま
す

▲支払秘書▲ d 払い
　請求書払い

▲ PayPay
　請求書払い

▲ auPAY
　請求書払い

▲ PayB▲ LINEPay
　請求書払い

▲ J-Coin
　請求書払い

※
令
和
7
年
4
月
23
日
を
も
っ
て
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ 

請
求
書
支

払
い
の
取
扱
は
終
了
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
町
税
な
ど
を
預
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
振
り
替
え
て
納
め
る
方
法
で
す
。
納
期

ご
と
に
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
で
き
る
町
税
な
ど

　

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、保
育
料
、上
下
水
道
使
用
料
、

住
宅
使
用
料
、
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

取
扱
金
融
機
関

　
福
井
銀
行
、
福
井
信
用
金
庫
、
福
井
県
農
業

協
同
組
合
、
北
陸
銀
行
、
福
邦
銀
行
、
北
陸
労

働
金
庫
、
東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局

口
座
振
替
日

　
納
付
書
に
記
載
の
納
期
限

※
上
下
水
道
使
用
料
の
み
振
替
日
に
引
き
落
と

し
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
翌
月
15
日
に
再

振
替
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
開
始
手
続
き

　
預
金
通
帳
と
通
帳
届
け
出
印
を
持
っ
て
、
口

座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
窓
口
で
お
手
続

き
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
は
、
廃
止
を
し
な
い
限
り
翌
年
度

以
降
も
自
動
継
続
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
会
計
課　
☎
３
４-

８
７
０
６

町
税
な
ど
の
納
付
は
、便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
自
分
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
町
内
の
他
の
土
地
や
家

屋
の
価
格
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期　
　
間　
4
月
1
日
㈫
～
4
月
30
日
㈬

　
　
　
　
　
※
土
日
・
祝
日
は
除
く

時　
　
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

場　
　
所　
税
務
課

縦
覧
で
き
る
人

　
町
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
に
か
か
る
固

定
資
産
税
の
納
税
者
、
ま
た
は
代
理
人　

手
数
料　
無
料

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

・
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※
顔
写
真
付
き
で
な
い
場
合
は
2
点
必
要

・
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
の
み
）

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４-

８
７
０
９

固
定
資
産
の
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
飼
い
主
は
犬
の

登
録
お
よ
び
年
に
1
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
5
月
7
日
㈬
・
14
日
㈬
に
狂
犬
病
予

防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　
各
地
区
の
詳
し
い
日
程
・
場

所
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

・
案
内
ハ
ガ
キ

・
注
射
料
金　
３
，
５
０
０
円
（
現
金
の
み
）

※
未
登
録
の
場
合
は
、
新
規
登
録
手
数
料

３
，
０
０
０
円
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

※
会
場
に
は
、
飼
い
犬
を
し
っ
か
り
お
さ
え
ら

れ
る
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-

８
７
０
８

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

▲町HPはこちら

令和６年度のダイオキシン類測定結果は、以下のとおり排出ガス、土壌とも国の基準を下回っています。

単位：ng-TEQ/Nm3

種　　類
測定日および測定結果

国の基準
令和6年7月31日 令和6年12月25日

Ａ系焼却炉 0.060 0.049 
5

Ｂ系焼却炉 0.32 0.34 
1ng（ナノグラム）=10億分の1g

単位：pg-TEQ/g

場　　所
測定日および測定結果

国の基準
令和6年10月11日

吉江第１公園 0.83 1,000
1pg（ピコグラム）=1兆分の1g

鯖江クリーンセンターからのお知らせ

◉焼却炉からの排出ガスダイオキシン類測定結果

◉焼却炉周辺の土壌ダイオキシン類測定結果

問合せ先　鯖江クリーンセンター　☎51‒2310

広報 えちぜん 8広報 えちぜん9 令和 ７ 年 ４ 月号令和 ７ 年 ４ 月号

町からのお知らせ えちぜん



移住就職支援金・奨励金について
越前町に移住し、5年以上定住、就業する人に対して奨励金・支援金を交付しています。

※1	 転勤、出向、出張、研修などによる一時的な勤務地の変更は対象となりません。
※2	 企業などからの命令ではなく、自己の意思により移住し、移住元での業務を

引き続き行う場合に限ります。
※3	 県が行う「UI ターン移住創業支援事業助成金」または「福井型スタートアッ

プ創出支援事業」の交付決定を受けて起業した場合に限ります。
※4	 戸籍の附票などで在住履歴を確認します。

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

▲地元大学 ▲全国型 ▲東京圏型

結婚・出産・子育て支援について
町では、少子化対策推進のため、結婚や出産、子育てに対する切れ目のない支援に取り組んでいます。

 結婚支援に関する制度
事　業　名 結婚新生活支援事業 早婚夫婦支援事業

事業について
新婚世帯の住宅取得やリフォーム、引越し
などに係る費用を支援します。
※持ち家住宅新築促進事業との併用はできません。

新婚世帯に対し、新生活のスタートアップのため
の費用を支給します。

対　象　者 令和7年1月1日以降に婚姻届が受理された、町内に居住する夫婦ともに39歳以下の世帯

支　給　額 夫婦ともに29歳以下……上限60万円
上記以外 …………………上限30万円

夫婦ともにまたはどちらか一方が25歳以下…40万円
上記以外で夫婦ともにまたはどちらか一方が29歳以下…30万円

対 象 要 件 直近の夫婦の合計所得額が500万円未満であることなど
　　　　　　　 ※詳しくはホームページでご確認ください▶

 出産・子育て支援に関する制度
出生祝金 出生児が第1子・第2子であれば1子あたり３万円、第3子以降は30万円支給します。

チャイルドシート購入費補助金 幼児（6歳未満）1人につき1台、1万円を上限として購入費用の1/3を支給します。

育児用品支給事業 1歳までの子どもを養育する世帯に、育児用品購入助成券を毎月4千円分支給します。

妊婦等包括相談支援事業 妊娠時から出産・育児などの見通しを立てるための面談などを継続的に行い、必要な支援につな
ぎます。

妊婦のための支援給付金 妊婦等包括相談支援事業などの支援を効果的に組み合わせて、妊婦の身体的・精神的ケアおよび経
済的支援を実施します。妊婦の認定後５万円、妊娠しているこどもの人数×５万円を支給します。

在宅育児応援手当 第2子以降の0 ～ 2歳児を在宅で育児する世帯に月1万円を年3回に分けて支給します。
（※育児休業給付金を受給している世帯は対象外）

問合せ先　子ども未来課　☎34‒8725　子育て世代包括支援センター　☎34‒8821

問合せ先　子ども未来課　☎34‒8725結婚祝品 婚姻後3か月以内に町内に居住し、3年以上定住する意思
のある夫婦に越前町商工会商品券2万円分を支給します。

越前町

事　業　名 金　額 要　　　　　　　件 申請時期

地元大学等卒業生
就職奨励金 5万円  就業などに関する要件

年齢が満30歳未満で、正規雇用されていること（公務員は対象外） 卒業後1年以内

UI ターン移住就職
支援金（全国型）
※東京圏以外の地域

①単身世帯　　 15万円
②2人以上世帯　50万円
③18歳未満の者を帯同する世

帯100万円加算

 移住などに関する要件
県外に1年以上住んでいたこと
 就業などに関する要件
移住後、新規就業※１した人（正規雇用に限る）やテレワー
ク※２を行う人、起業※３した人

移住後
1年以内※4

UI ターン移住就職
支援金（東京圏型）
※東京都・神奈川県・

千葉県・埼玉県　
ただし、一部の地
域を除く

①単身世帯　　 60万円
②2人以上世帯 100万円
③18歳未満の者1人につき100

万円加算

 移住などに関する要件
移住前に5年以上かつ直前に1年以上東京23区に在住するか
東京圏から23区内に通勤していたこと
 就業などに関する要件
県のマッチングサイトを通じて新規就業※１した人、テレワー
ク※２を行う人、起業※３した人、国や県、町が行う移住や
就職に関する事業を利用して就業した人

移住後
1年以内※4

空き家等除却支援事業
　老朽化した危険な空き家を解体する場合に、そ
の費用の一部を補助します。
対 象 者 	 空き家所有者など
対象住宅 	 老朽化した空き家（事前調査により

対象と判定された空き家に限る）
対象経費 	 対象住宅の解体費用
	 （工事費用＋家財道具等処理費用）
補助金額 	 対象経費の1/2
	 （老朽空き家：上限140万円、準老朽

空き家：上限80万円）

空き家住まい支援事業
　空き家情報バンク登録物件を購入または賃借する場
合に、購入や改修にかかる費用の一部を補助します。
対 象 者 	 移住者、子育て世帯、新婚世帯など
対象経費 	 購入費用および改修費用（全部また

は一部の修繕、補修、模様替え、補
強工事など）

補助金額 	 対象経費の1/3
	 （購入・改修それぞれ上限30万円）

空き家居住家賃支援事業
　空き家情報バンク登録物件を賃借する場合に、
家賃の一部を補助します。
対 象 者 	 県外からの移住者、子育て世帯、新婚

世帯など
対象経費 	 12 ヶ月分の家賃
	 （管理費、駐車場代除く）
補助金額 	 対象経費の1/2（上限2万円／月）

空き家診断促進事業
　空き家診断費用の一部を補助します。
対 象 者 	 空き家所有者など
補助金額 	 診断費用の2/3（上限3万5千円）

空き家適正管理促進事業
　空き家の管理代行サービスを利用する人に対し
て、その費用の一部を補助します。
対 象 者 	 空き家所有者など
対象住宅 	 町内の一戸建ての空き家
対象経費 	 福井県空き家管理代行サービス事業

登録者が実施する管理代行サービス
	 （外観調査を継続的に行うことが必

須）の利用料（最長3年間）
補助金額 	 対象経費の1/2（上限3万6千円／年）

空き家活用支援事業
　空き家情報バンク登録物件を地域活性化を目的
とする施設や事業所として活用する場合に、購入
や改修にかかる費用の一部を補助します。
対 象 者 	 地域活性化を目的とする施設や事業

所に改修して活用する個人または法
人

対象経費 	 購入費用および改修費用（内装、外壁、
水回りの改修など）

補助金額 	 対象経費の2/3（購入・改修それぞれ
上限100万円）※ただし、改修必須

空き家片付け支援事業
　空き家情報バンク登録物件に残存する家財道具
などの片付けにかかる費用の一部を補助します。
対 象 者 	 空き家所有者など
補助金額 	 家財処分費用の1/2（上限10万円）

空き家情報バンク成約奨励金
　空き家情報バンク登録物件の売買が成立した場
合、所有者（売主）に対して奨励金を交付します。
奨励金額 	 仲介手数料の1/2（上限5万円）

空き地情報バンク登録奨励金
　空き地情報バンクに空き地を登録した所有者に
対して奨励金を交付します。
奨励金額 	 一律2万円

空き家に関する支援制度

空き家バンク登録物件に関する支援制度

　掲載スペースの都合上、全ての対象要件を記載
していません。その他の要件など、詳細は定住促
進課までお問い合わせいただくか、町ホームペー
ジでご確認ください。要件を一つでも満たしてい
ない場合は対象となりません。
　また、申込件数が予算枠に達した場合は受付終
了となりますので、ご了承ください。

補助を受けるための注意点補助を受けるための注意点

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

拡充
令和7〜9年度
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多世帯同居住まい推進事業
　既存の一戸建て住宅の多世帯化につながる改修にかかる費用の一部を補助します。
対 象 者 	 改修する住宅の所有者または新たに同居しようとする人
対象経費 	 県内業者が施工する、新たに同居するために必要な間取りの変更、バリアフリー化、台所・浴

室などの設備改修にかかる工事費用
補助金額 	 対象経費の1/2（上限60万円）

旧耐震木造住宅建替事業
　耐震基準を満たしていない既存の住宅の建替え
にかかる費用の一部を補助します。
対 象 者 　昭和56年5月以前に着工された一戸

建て木造住宅を除却し、新たに新築
または購入する人

対象経費 	 住宅の建替え(除却および、新築または
購入)にかかる費用

補助金額 	 対象経費の1/3（上限50万円）

※その他加算などの詳細については、定住促進課
までお問い合わせください。
※着工までに事前協議が必要です。

危険ブロック塀除却事業
　避難路に面し、地震などの自然災害により倒壊
の危険性があるブロック塀の除却または建替えに
かかる費用の一部を補助します。
対 象 者 	 危険ブロック塀の所有者
対象経費 	 避難路（私道を除く）に面する危険

ブロック塀の除却または建替えにか
かる費用
※建替えは県産材を使用した場合に限
る

補助金額 　①除却の場合：対象経費の2/3または
見付面積×1万7千円または20万円
のうち最も低い金額
②建替の場合：対象経費の2/3または
見付面積×3万4千円または40万円
のうち最も低い金額

多世帯同居のために改修（リフォーム）する人向け

耐震化を検討している人向け

持ち家住宅新築促進事業
　町に定住する若者が自ら居住するための新築住
宅を取得するための費用の一部を補助します。

対 象 者 	 工事請負または売買の契約をした年の
1月1日時点で満39歳以下の対象住宅
の所有権を1/2以上有する人

対象住宅 	 居住部分面積が延床面積の1/2以上か
つ50㎡以上の新築住宅（建設完了か
ら1年以上経過していない）

補助金額 	 一律30万円

※新築住宅に住所を異動してから6か月以内に申
請してください。
※結婚新生活支援事業との併用はできません。

若者定住子育て・引越し支援事業
　新築住宅を取得した人の子育て支援と引越し費
用の一部を補助します。

対 象 者 	 持ち家住宅新築促進事業または結婚
新生活支援事業の対象者

補助金額 	 ①10万円／人（未就学児）
	 　 5万円／人（未就学児除く18歳未満）
	 　（上限30万円）

	 ②引越し業者による新居への引越し
費用の1/2（上限10万円）

地域経済活性化促進事業
　町内建築業者の施工により建設された新築住宅
を取得するための費用の一部を補助します。

対 象 者 	 持ち家住宅新築促進事業または結婚新
生活支援事業の対象者

補助金額 	 一律50万円

新たに住宅を取得する人向け

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

地域産材活用促進事業
　町産材などを使用して建設された新築住宅を取
得するための費用の一部を補助します。

対 象 者 	 持ち家住宅新築促進事業または結婚新
生活支援事業の対象者

補助金額 	 ①町産木材が使用されている場合：
	 　2万円 /㎥（上限20万円）　
	 ②越前瓦が使用されている場合：
	 　一律20万円

分譲地定住促進事業
　町の分譲地を購入し、住宅を新築する場合に、
費用の一部を補助します。
対 象 者 　ひまわりの里分譲地または上野田分譲

地を購入した人で、土地の売買契約
日から2年以内に新築し居住する人

補助金額 　土地購入費の5％（分譲地を購入後、
さらに分譲地を購入する場合15%）
※その他加算など詳細については、定
住促進課までお問い合わせくださ
い。
※持ち家住宅新築促進事業との併用は
できません。

住まいに関する支援制度

木造住宅耐震化促進事業
　木造住宅（昭和56年5月以前に着工された一戸
建て）の耐震化のために必要な耐震診断や耐震改
修にかかる費用の一部を補助します。
①一般診断（耐震診断・補強プラン作成）
（在来軸工法などで建てられた一般的な住宅向け）
対象住宅 	 昭和56年5月以前に着工された一戸建て木造住宅
個人負担額 	 1 万円
②伝統診断（耐震診断・補強プラン作成・古民家　

鑑定・床下調査）
（伝統的構法で建てられた住宅向け）
対象住宅 	 伝統的構法で建てられ、かつ建設後

50年が経過した一戸建て木造住宅
個人負担額 	 61,600円
③耐震改修
対象住宅 	 耐震診断・補強プラン作成等を行った

住宅で、診断の結果、決められた基
準を満たさない住宅

補助金額 	 耐震改修工事費用の10/10
	 （一般住宅：上限175万円 、
	 伝統的民家：上限237万5千円）

福井の伝統的民家活用推進事業
　伝統的民家の外装改修工事にかかる費用の一部
を補助します。
対 象 者 　次の全てに該当する住宅
	 ・県から「ふくいの伝統的民家」とし

て認定を受けた住宅
	 ・耐震診断・補強プランの作成を行った住宅
	 ・外観の改修、構造体の改修、住宅に付属する

土蔵の外観や門、塀の改修などを行う住宅
	 ・伝統的民家群保存活用推進地区（内郡、岩

開、佐々生、宇田、乙坂、栃川、天王、宝泉寺、
江波、梨子ヶ平、中地区）にある住宅

補助金額 	 外装改修工事費用の1/2（上限300万円）

  上野田分譲地　　　　　残り10区画

  ひまわりの里分譲地　　残り5区画

　掲載スペースの都合上、全ての対象要件を記載
していません。その他の要件など、詳細は定住促
進課までお問い合わせいただくか、町ホームペー
ジでご確認ください。要件を一つでも満たしてい
ない場合は対象となりません。
　住宅のリフォームや耐震化を計画している人は
必ず事前にご相談ください。交付決定前に契約・
着工すると補助金を受けることができなくなりま
すので、ご注意ください

補助を受けるための注意点補助を受けるための注意点

拡充
令和7年度のみ

▲詳細はこちら

広報 えちぜん 12広報 えちぜん13 令和 ７ 年 ４ 月号令和 ７ 年 ４ 月号

えちぜん町からのお知らせ



  電話でも内容を確認できます  ☎34-1444　☎34-1445　☎34-0866
越前町お知らせメール（町運営）
町の防災情報や緊急情報などをメールで配信しています。

図書館だより

令和6年度  入札結果一覧  2月12日～3月11日

入札日 工　　　事　　　等　　　名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課

2月28日 令和6年度　町道宝泉寺グラウンド線道路改良工事（その１） 天王 32,208,000 ㈱大生 都市整備課

2月28日 令和6年度　町道宝泉寺グラウンド線道路改良工事（その２） 天王 25,668,500 ㈱ＫｉＫｉ 都市整備課

2月28日 令和6年度　地域交流施設消雪設備工事 西田中 8,217,000 ㈱大生 企画振興課

2月28日 令和6年度　朝日保健センター車庫設置工事 西田中 3,245,000 ㈱四ヶ浦建設 健康保険課

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先  鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　  丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　  朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　  越前分遣所　☎37‒0119
　　　　  http：//www.fd-sabaenyu.jp/

鯖江・丹生消防組合公式 SNS
越前消防団
団員募集中
消防団に入って、

越前町を守ってみませんか？

山火事山火事のの発生発生をを防ごう！防ごう！
山火事の直接的な原因にはどのようなものがあるの？

野外焼却は原則禁止です！

　令和5年度に発生した山火事の主な原因は、「たき火」が約4割、
「火入れ」が約2割、そのほかに「たばこ」「放火（疑い含む）」「マッチ・
ライター」などです。
　山火事の原因の多くが、人の不注意によるものです。火の取り
扱いには十分に注意しましょう。

　野外焼却（野焼き）は原則禁止です。また、ドラム缶やブロック積みなどで
の焼却も環境省令で禁止されています。
　農作業で行う野外焼却は、例外として認められていますが、近隣住民の迷
惑にならないよう事前に了承を得るなど、周りへのご配慮をお願いします。

たき火
416件
（40%）

その他
262件（25%）

火入れ
247件
（23%）

マッチ、ライター
３２件（3%）

火遊び
７件（1%）

放火
３４件（3%）

たばこ
４９件（5%）

原因別
出火件数
（令和5年度）
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▲埋蔵文化財遺跡
　地図

▲重要文化的景観

本100冊を達成した人は、読書手帳に記念の
スタンプを押しますので、図書館にお持ちくだ
さい。また、読書手帳１冊目の人には、1冊目
達成記念品も併せてお渡しします。

※詳しくは各館にお問い合せください。

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

読書手帳が新しくなりました！
町立図書館オリジナルの「読書手帳」のデザインが新しくなりました。表紙の写真とイラストは、

今回も丹生高校写真部にご提供いただきました。
読書手帳には、読んだ本の書名・著者名・利用日・感想を記録できま

す。手書きすることも、館内に設置されている検索機でシールを印刷
して貼ることもできます。

販売窓口	 町立図書館および各分館
販売価格	 中学生以下　無料
	 高校生以上　100円
購入できる人	 図書館利用カードをお持ちの人
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母さんのおかず手早く指先で	 林　栄美子
折り紙へ指先かたく悲し老い	 嵐　喜美枝川 柳じわじわとカニの美味さに舌鼓	 笹下　利行

告白を聞いて乱れる脈の訳	 渡辺　照子川 柳

日　時
4月12日（土）　午前9時～午後5時
　　13日（日）　午前9時～午後4時
場　所	 越前陶芸村
入場料	 無料

問合せ先　越前陶芸村しだれ桜まつり実行委員会　☎32-2174

スタンプラリー
大抽選会

陶芸村５か所のスタンプ
を全部集めて大抽選会
に参加しよう!

野外
パフォーマンス
ダンスやバトントワリング、
太鼓にファッション

ショー！

はたらくクルマ
がやってくる！
カッコいい乗り物たちが

大集合 !

クラフト市
全国各地からクラフト店・
陶芸店・グルメ店

約180店舗が大集結 !

講座のご案内講座のご案内

講座のお申し込みは、電話またはこちらから▶

開 催 月
（ 予 定 ）

講 座 会 　 場

5月

つみたて薬草の攻略法（1/4回目　全回受講必須） 生涯学習センター糸生分館

はじめてのスマホ・タブレット講座【織田会場】 織田コミュニティセンター

ちぎり絵講座（全２回） 生涯学習センター糸生分館

親子料理教室　味噌っておいしい！（1/2回目　両回受講必須） 越前町生涯学習センター

6月

ハーブ石けんづくり講座 宮崎コミュニティセンター

代謝アップエクササイズ講座 越前町生涯学習センター

はじめてのスマホ・タブレット講座【宮崎会場】 宮崎コミュニティセンター

正しいしつけは子供への大切な贈り物 越前町生涯学習センター

7月

つみたて薬草の攻略法（2/4回目　全回受講必須） 生涯学習センター糸生分館

エンディングノート講座 織田コミュニティセンター

アップサイクルクラフト講座 越前町生涯学習センター

北陸電力出前講座 越前町生涯学習センター

8月
秘書検定を受けてみよう！ 越前町生涯学習センター

親子料理教室 越前コミュニティセンター

9月 親子でチャレンジ！楽しくダンス♪ 越前町生涯学習センター

10月

ゴスペル体験講座 越前町生涯学習センター

つみたて薬草の攻略法（3/4回目　全回受講必須） 生涯学習センター糸生分館

ピラティス体験教室 宮崎コミュニティセンター

カイロプラクティックの先生に教わってスムーズに動きやすくなろう 生涯学習センター糸生分館

11月

バランスボール教室 宮崎コミュニティセンター

ポーセラーツ講座 織田コミュニティセンター

電卓計算能力検定を受けてみよう！（全4回） 越前町生涯学習センター

12月

剪定作業のテクニック（2/2回目） 生涯学習センター糸生分館

冬の寄せ植え講座 宮崎コミュニティセンター

和紙でお正月飾りづくり講座 越前町生涯学習センター

1月

知ってる？令和の子育て 越前町生涯学習センター

ヨガ教室（全2回） 越前町生涯学習センター

みそづくり講座 越前コミュニティセンター

2月

水墨画講座 生涯学習センター糸生分館

つみたて薬草の攻略法（4/4回目） 生涯学習センター糸生分館

筆ペン美文字講座 越前町生涯学習センター

3月
健康講座 織田コミュニティセンター

親子料理教室　味噌っておいしい！（2/2回目　両回受講必須） 越前町生涯学習センター

問合せ先　生涯学習課　☎34‒2000

令和7年度　生涯学習講座一覧

　生涯学習センター各館では、令和7年度もたくさんの講座を企画しました。
　今年度からは、生涯学習センター糸生分館も会場に加わり、講座の種類もより豊富になりました
ので、ご家族やお友達と一緒に、ぜひご参加ください！
　また、「こんな講座があったらいいな」などのご要望がありましたら、お気軽にお申し出ください。

※内容は変更となる場合がありますので、ご了承ください。

　母の日に多肉植物の寄せ植えを
作りましょう。お母さんへの素敵な
プレゼントになること間違いなし！
　また、お母さんと一緒に作るの
も素敵なシーン決定ですね。

　アンテナショップで
1,000円以上お買物され
たお母さんに、a-dopoの
美味しいクッキーをプレ
ゼント！

料　金 	 500円 ※材料がなくなり次第終了

料　金 	 550円 ※材料がなくなり次第終了

日　時 	 5月11日（日） 午 後1時 ～ ４ 時　
場　所 	 道の駅「越前」玄関エントランス
料　金 	 2,000円

日　時 	 5月11日（日）午後１時～４時

①和菓子屋「江雲堂」による生菓子づくり体験

ファミリーワークショップ

母の日に楽しむ 寄せ植えづくり

②福井総合植物園による出張クラフト 親子で作ろう！

日　時 	 ４ 月20日（日）　午後1時～ 4時　　 会　場 　道の駅「越前」1階ロビー

道の駅「
越前」

にぎわいイベント情報にぎわいイベント情報

母の日 Happy プレゼント

ものづくり

問合せ先　道の駅「越前」　☎37-2360

生涯学習
センター
だより
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指先に先取りしてる春ネイル	 松村　典子
漬け物の水じわじわと漬け上がる	 武藤　久子川 柳

陶芸村だより 2025年

4月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝  9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

第5回 越前焼窯元展

想いを込めた想いを込めた
うつわ展うつわ展

期　間　3 月14日（金）～ 5 月11日（日）
場　所　越前焼の館 Gallery ＣＵＢＥ

伝統的な焼締め作品からカラフルな心ときめく作品まで、
窯元の個性豊かな越前焼の作品展。窯元のプライドをかけ
た「ものづくり」が集結します。

期　間	 4月1日（火）～6月15日（日）
場　所	 越前陶芸村文化交流会館 ロビー

春は新しい始まりを祝う季節。そんな特別な日に越前焼のうつわを
贈りませんか ? 作家がひとつひとつ想いを込めて作る越前焼。贈る
人も贈られる人もきっと笑顔にしてくれます!

風来窯 大屋宇一郎
陶展
陶芸村に陶房を構える
大屋宇一郎氏の初個
展。自然や動物などを
テーマに優しい絵本の
ような世界観の作品を
お楽しみください。

▲申込はこちら
開園時間　午前9時〜午後5時（入園受付は午後4時まで）  　入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円
休 館 日　毎週火曜日（祝日の場合は翌日）　　問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

春らんまん 心弾む プラントピア

　日本植物園協会では、植物園活動を推進するため、毎年5月4日（みどりの日）を「植物園の日」と定めています。
当園では、「植物園の日」に合わせて植物講座を行います。

日　時 	 5 月 4 日（日・祝）　午前 10 時～正午
内　容 	 ・園長によるスライド講演
	 　時 間　午前10時～ 10時30分
	 ・園長と園内観察
	 　時 間　午前10時30分～正午
定　員 	 30人

植物園の日

会　期 	 4 月 26 日（土）～ 5 月 12 日（月）　※4月30日（水）は休まず営業

写真展
植物園で見られる生き物の写真を展示します。

時　間　午前9時～午後5時

場　所　植物館1階　第1研修室

親子で楽しむクラフト作り
「デザートタイム」
カラフルに彩られた木の実
やドライフラワーを杉板（直
径13㎝）に飾り付けて壁掛
けを作ります。

時　間　午前9時～午後3時
材料費　550円（入園料別）
申　込　お電話にてお申込みください。

プラントピアオリジナルリース作り
木の実やドライフラワーを使って、リース（直径22㎝）を作ります。季節関
係なく一年中飾れるプラントピアオリジナルのリースです。

時　間　午前9時～午後3時
定　員　20人
材料費　2,200円（入園料別）
対象年齢　10歳以上
申　込　お電話にてお申込みください。

館内スタンプラリー開催中 !!
館内を楽しくまわってスタンプラリー
に挑戦しよう。

時　間　午前9時～午後5時

場　所　植物館内

押し花キーホルダー作り
プラントピアオリジナルの台
紙に押し花をはって、可愛い
キーホルダーを作ろう。

時　間　午前9時～午後3時
材料費　330円（入園料別）
申　込　お電話にてお申込み

ください。

プラントピア 春のイベント情報

内　　容

越前焼で珈琲時間
お好きな越前焼で飲める 
「越前焼で珈琲時間」。越
前陶芸村しだれ桜まつり
2日間限定企画として、
LINE のお友達登録をして
いる人（当日登録OK）で、
プレミアムコーヒー（500
円）を購入した人を対象
に、各日先着100個限定
で鯖江「けーきやヤナギモト」さんの特製ミニケーキをプレゼ
ント！挽き立てのおいしいコーヒーとケーキをお供にしだれ桜
を愛でながら、春の陶芸村を満喫しませんか。

期　日	 4月12日（土）・13日（日）
場　所	 越前陶芸村文化交流会館 ロビー

越前陶芸村しだれ桜まつり
限定企画

期　間	 4月5日（土）～5月11日（日）
在廊日	 4月5日（土）、13日（日）
場　所	 福井県陶芸館　越前焼セレクトショップClays

特別講師	 itotte　砂原かおり氏
期　日	 4月20日（日）
時　間	 午前10時～　キラキラビーズのブローチ（写真左）
	 午後１時30分～　ゆらゆら猫ちゃんブローチ（写真右）
所要時間	 各回約2時間　定　員  各回7人（※事前予約優先）
料　金	 2,000円（干菓子・抹茶付き）
対　象	 小学３年生以上（針を持つことができる人）
※付き添いの人も追加料金500円で干菓子と抹茶をご用意できます。
持ち物	 布切りハサミ　キャンセル料  3日前から100％

陶器のブローチ作り
越前焼の陶のパーツをレトロ可
愛い布とキラキラのカットビー
ズで飾り付けて、ブローチやペ
ンダントトップを作りませんか？
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指先が器用ガラスの七変化	 山内　千代
指先に集中しつつ糸通す	 山谷　ゆり川 柳指先を信じ外科医の電気メス	 司辻　文子

指先はいろんなことをやりこなす	 向当みつ子川 柳

こころとからだのカレンダー

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第109回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

※他の助成制度との併用はできません。

※組換えワクチンの１回目を期間前に接種した場合、接種費用は2回目のみ定期接種の対象になります。

越前町国民健康保険、後期高齢者医療保険の被保険者のみなさんへ

令和7年4月から帯
たい
状
じょう
疱
ほう
疹
しん
予防接種が定期接種になりました

人間ドック費用助成 脳ドック費用助成

対象者

30歳以上の受診日において１年以上越前町国
民健康保険の被保険者または1年以上越前町
に住所を有する後期高齢者医療保険の被保険
者で、保険税（料）に滞納がない人

40歳以上の受診日において１年以上越前町国
民健康保険または1年以上越前町に住所を有
する後期高齢者医療保険の被保険者で、保険
税（料）に滞納がない且つ過去3年間に脳ドッ
クの助成を受けていない人

助成額

越前町国民健康保険
費用の6割（千円未満切り捨て）、上限22,000円

後期高齢者医療保険
費用の6割（千円未満切り捨て）、上限11,000円

費用の6割（千円未満切り捨て）、上限20,000円

申請方法

【織田病院または丹南病院で人間ドックを受診する場合】
　予め費用から助成金を差し引きますので、写真付きの本人確認ができる書類 (免許証、マイ
ナンバーカードなど )を持って、受診者本人が健康保険課窓口まで受診の予約 (申請 ) にお越
しください。
申請期限：12月26日（金）

【上記以外の場合】
　ご自身で医療機関へ予約した後、受診予定があることを健康保険課までご連絡ください。受
診後に、領収書、明細書、ドックの結果、印鑑、振込先がわかるもの、写真付きの本人確認が
できる書類（免許証、マイナンバーカードなど）を持って、受診者本人が健康保険課窓口まで
申請にお越しください。
申請期限：令和8年3月31日（火）

ワクチン種類 水疱ワクチン（生ワクチン） 帯状疱疹ワクチン（組換えワクチン）

接種回数 1回接種 2か月以上間隔で2回接種

接種費用 4,000円 20,000円（10,000円×2回）

帯状疱疹ワクチンは、帯状疱疹やその合併症を予防することができます
【接種対象者】
過去に帯状疱疹ワクチンの接種を受けたことがない以下の人が対象となります。
①65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳以上の人
②60歳以上65歳未満でヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障がいがあり日常生活がほとんど不可能な人
　※対象者には、4月中に通知（予診票兼接種券）をお送りします。

【接種期間】　4月1日（火）から令和8年3月31日（火）

【ワクチン種類】
帯状疱疹ワクチンには生ワクチンと組換えワクチンの2種類があり、いずれか1種類を接種します。

♠休日当番医（午前9時～午後5時）
4 月 6 日㈰ 織田病院 ☎36-1000

4 月13日㈰ 橘医院 ☎36-0015

4 月20日㈰ 伊部病院 ☎34-0220

4 月27日㈰ 藤田医院 ☎34-0044

4 月29日㈫・祝 織田病院 ☎36-1000
※事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

♠心をいやす相談会（予約制） 
4 月15日㈫ 午前 9 時30分～正午 越前町役場
※電話相談になる場合があります。

♦子育てサロン
毎週水曜日 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦無料法律相談会
4 月22日㈫ 午後 1 時～ 4 時 越前地域福祉センター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水曜日 子育てサロンの後 午後2時まで 社会福祉センター

第1～4土曜日・祝日 午前 9 時30分～午後2時 社会福祉センター

♥3歳児健診
4 月23日㈬ 午後 1 時15分～ 4時 織田コミュニティセンター

♥5・6か月育児教室（予約制）
4 月22日㈫ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

問合せ先   地域包括支援センター　☎34‒8729

　国は、近隣の認知症サポーターがチームを組み、
認知症の人や家族に対する生活面の早期からの支
援などを行う取り組みである「チームオレンジ」
の普及を全国的に進めており、2月13日、町とし
ては初の「越前町チームオレンジ」が誕生しました。
　“オレンジ”は、認知症を理解し、認知症の人や
家族を温かく見守る認知症啓発のシンボルカラー
です。第1号のチームが誕生し、今後の活躍が期
待されます。

「越前町チームオレンジのメンバー」

「越前町チームオレンジ」「越前町チームオレンジ」が誕生しましたが誕生しました

認知症を地域で支援する認知症を地域で支援する

氏　名 所属など
時田香代子 オレンジカフェ
児玉　和夫 オレンジカフェ
森川　照美 オレンジカフェ
荒木　英美 認知症サポーター（朝日）
内藤惠美子 認知症サポーター（朝日）
藤井　和子 認知症サポーター（朝日）
小木　康夫 認知症サポーター（宮崎）
左膳　育子 認知症サポーター（宮崎）
坂本　智子 認知症サポーター（宮崎）
河合　稔惠 認知症サポーター（越前）
小坂　昭美 認知症サポーター（越前）
浜野　弓子 認知症サポーター（越前）
来馬　利恵 認知症サポーター（織田）
冨田　久子 認知症サポーター（織田）
佐々木順子 認知症サポーター（織田）
三上富士代 認知症サポーター（織田）
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今
月
号
の
表
紙
は
、
3
月
13
日
の
髙
田
浩
樹

町
長
初
登
庁
か
ら
1
枚
。

　
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
青
空
の
下
で
の

初
登
庁
と
な
り
ま
し
た
。
役
場
前
駐
車
場
に
駆
け

付
け
た
報
道
陣
の
中
、
歓
迎
の
花
束
を
受
け
取

り
、
大
勢
の
職
員
と
関
係
者
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ

な
が
ら
庁
舎
内
に
入
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
場
所
を
移
し
、

町
長
就
任
式
が
執
り
行
わ
れ
、「
持
続
可
能
で
未

来
志
向
の
越
前
町
」
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
3
月
15
日
現
在
）

（
3
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中	

三
谷
　
朋
子
さ
ん
（
77
歳
）

朝
　
日	

青
山
　
眞
理
さ
ん
（
71
歳
）

朝
　
日	

梶
間
幸
治
郎
さ
ん
（
83
歳
）

朝
　
日	

藤
田
小
由
美
さ
ん
（
79
歳
）

気
比
庄	

森
川
扶
仁
子
さ
ん
（
80
歳
）

気
比
庄	

吉
留
　
　
久
さ
ん
（
83
歳
）

田
　
中	

榮
　
　
惠
子
さ
ん
（
81
歳
）

小
曽
原	

荒
木
多
美
男
さ
ん
（
76
歳
）

小
曽
原	

株
田
　

馬
さ
ん
（
83
歳
）

梅
　
浦	

新
井
　
眞
示
さ
ん
（
88
歳
）

梅
　
浦	

堂
埜
フ
ヂ
ノ
さ
ん
（
101
歳
）

新
　
保	

皆
川
　
信
美
さ
ん
（
76
歳
）

小
　
樟	

平
　
　
一
史
さ
ん
（
80
歳
）

小
　
樟	

野
　
　
三
好
さ
ん
（
81
歳
）

小
　
樟	

濵
野
　
一
美
さ
ん
（
80
歳
）

道
　
口	

山
本
キ
ミ
ヱ
さ
ん
（
91
歳
）

　
厨	

齊
藤
　
義
治
さ
ん
（
79
歳
）

　
厨	

鈴
木
　
俊
子
さ
ん
（
99
歳
）

高
　
佐	

奥
山
　
良
子
さ
ん
（
93
歳
）

高
　
橋	

佐
々
木
　
稔
さ
ん
（
92
歳
）

平
　
等	

宮
上
榮
治
郎
さ
ん
（
87
歳
）

　
4
月
に
入
り
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
ね
。
入
学
や
就
職
な
ど
、
新
生
活
を
始
め
ら

れ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
希
望
に
満
ち
た
こ
の
時
期
、
環
境
が
変
わ
り

大
変
な
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
が
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

編
集
後
記

こしの都TV９チャン（デジタル091ch）

4月の越前町関連の番組放送予定

こしの都ネットワークガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　こしの都ネットワーク㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

知ってる人が
出演してるかも? こしの都ネットワーク

キャラクター
けーぶるん

■	あくてぃぶ！きらめく仲間たち
公民館講座などを楽しむみなさんを紹介。

「太極拳サークル　さざんかタイティー」
（4月26日～）

■	Jr.+（ジュニアプラス）
「城崎小学校　閉校式・お別れ会」
（4月19日～）

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7:55～ ②12:55～ ③19:55～ ④23:55～

「若者の住宅取得支援事業のお知らせ」
（4月12日～）
「つるかめ体操を紹介します！」（4月26日～）

東
内
郡	

上か
み
で出

　
愛め

い唯
（
湧
斗
、
女
）

朝
　
日	

佐さ

さ

き
々
木
　
汐し
お

（
和
佐
、
女
）

上
川
去	

上う
え
じ
ま嶋

　
颯そ
う
ま真

（
拓
未
、
男
）

気
比
庄	

平ひ
ら
お尾

　
莉り

こ瑚
（
大
、
女
）

田
　
中	

増ま
す
だ田

　
光こ
う
き希

（
健
一
、
男
）

鎌
　
坂	

駒こ
ま
の野

　
真ま

い衣
（
喜
紀
、
女
）

　
東	

杉す
ぎ
も
と本

　
紬つ
む
ぎ姫

（
瑞
季
、
女
）

桜
　
谷	

秋あ
き
も
と本
侑ゆ

き

の
希
乃
（
美
紀
、
女
）

人口と世帯
（3月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口	 19,701 人

　男	 9,612 人
　女	 10,089 人
世帯数	 7,281 戸

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

（前月から26人の減）

なかよしひろば（施設開放）
施設名 実施日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 ★ 園開放なし 34-5602

朝 日 南 保 育 所 ★ 園開放なし 34-1614

あ さ ひ 保 育 所 園開放なし 34-0081

認 定 こ ど も 園
あ さ が お 保 育 園 園開放なし 34-1110

宮崎中央保育所 ★ 園開放なし 32-2067

陶 の 谷 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 32-3014

認 定 こ ど も 園 ★
西 徳 寺 保 育 園 　 4月10日（木）・22日（火） 37-1354

四ヶ浦こども園 ★ 平日午前中随時開放 37-0305

織 田 こ ど も 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0160

は ぎ の こ ど も 園 平日午前中随時開放 36-0396

認 定 こ ど も 園
た い ら 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0251

※★の施設を利用される場合は、お電話にて事前にご連絡ください。

Ｅ
子 

　

こ
ん
に
ち
は
！
今
回
は
新
し
い
窯
跡
に
つ
い

て
で
し
た
よ
ね
。

学
Ｈ 

　
こ
ん
に
ち
は
。
そ
の
通
り
で
す
。
今
回
か
ら
新

し
い
窯
を
紹
介
し
ま
す
。
紹
介
す
る
の
は
、
佐
々

生
窯
跡
と
い
う
奈
良
時
代
の
須
恵
器
窯
跡
で
す
。

	

　

佐
々
生
窯
跡
は
、
標
高
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
～

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
八
ツ
手
状
の
丘
陵
に
挟

ま
れ
た
谷
状
地
形
の
斜
面
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

小
倉
見
ダ
ム
の
建
設
に
伴
っ
て
水
没
し
ま
し
た
が
、

干
ば
つ
な
ど
で
水
が
引
く
と
底
か
ら
大
量
の
須
恵

器
が
採
集
で
き
る
た
め
、窯
跡
の
存
在
は
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
研
究
者
の
注
目
度
は
高
く
、
時
期

は
八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
比
定
で
き
ま
す
。

Ｅ
子 

　
佐
々
生
窯
跡
か
ら
は
、ど
ん
な
須
恵
器
が
見
つ

か
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

　
こ
の
窯
跡
か
ら
は
、
食
膳
具
や
貯
蔵
具
、
瓦が

塔と
う

の
一
部
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　
瓦
塔
と
は
何
で
す
か
？

学
Ｈ 

　
瓦
塔
と
は
、総
高
一
～
二
メ
ー
ト
ル
の
瓦
製
の

塔
で
す
。木
造
の
五
重
塔
を
模
し
た
も
の
が
主
で

あ
り
、細
部
ま
で
木
造
建
築
の
構
造
を
丁
寧
に
表

現
し
て
い
ま
す
。主
に
奈
良
か
ら
平
安
時
代
に
か

け
て
作
ら
れ
、
北
陸
地
方
、
東
海
地
方
、
関
東
地

方
で
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
焼
成
し
た
窯
跡

や
、
用
い
ら
れ
た
場
で
あ
る
寺
院
跡
、
集
落
跡
な

ど
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。中
心
に
木
製
の
心し

ん
ば
し
ら柱

を
立
て
、宝ほ

う
じ
ゅ珠
、竜り

ゅ
う
し
ゃ車
、水す

い
え
ん煙
、相そ

う
り
ん輪
、伏ふ

く
ば
ち鉢
、露ろ

盤ば
ん

、

屋お
く
が
い蓋
、軸
部
を
重
ね
て
塔
と
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
瓦
塔
の
用
途
に
つ
い
て
は
、
木
塔
の
代

用
品
説
や
信
仰
・
供
養
の
対
象
説
な
ど
が
提
唱
さ

れ
て
い
ま
す
が
、明
確
に
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｅ
子 
　
木
造
の
塔
を
粘
土
で
模
倣
し
て
い
た
こ
と
、ま

た
部
材
ご
と
に
作
り
、立
体
的
に
組
み
立
て
て
い

た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

学
Ｈ 

　

瓦
塔
は
小
さ
な
建
築
と
し
て
の
側
面
も
持
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

	

　

次
回
も
佐
々
生
窯
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

越
前
町
教
育
委
員
会『
朝
日
山
古
墳
群
・
佐
々
生
窯

跡
・
大
谷
寺
遺
跡
重
要
遺
跡
範
囲
確
認
調
査
報
告
書
』

二
〇
〇
六
年

越
前
町
教
育
委
員
会『
越
前
町
織
田
史（
古
代・中
世
編
）』

二
〇
〇
六
年

高
崎
光
司「
瓦
塔
小
孝
」『
考
古
学
雑
誌
』第
七
四
巻
第
三

号　
日
本
考
古
学
会　
一
九
八
九
年

立
正
大
学
博
物
館『
立
正
大
学
博
物
館　
第
一
五
回
企
画

展
図
録　
瓦
塔
と
瓦
堂
』 

二
〇
二
一
年

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
135

― 

佐
々
生
窯
跡
① 

―

学芸員 H

E 子

▶
瓦
塔（
高
崎
光
司
一
九
八
九
よ
り
転
載
）

▲就任式で挨拶する髙田町長

広報 えちぜん 22広報 えちぜん23 令和 ７ 年 ４ 月号令和 ７ 年 ４ 月号



発
行

/
越

前
町

役
場

　
  編

集
/

総
務

課
〒

916
‒0192　

福
井

県
丹

生
郡

越
前

町
西

田
中

13
−

5
−

1
TEL 0778

‒34
‒1234㈹

　
FA

X
 0778

‒34
‒1236

No.243
令

和
7

年
4

月
1

日
発

行

ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録
商標です

町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

広報えちぜんは環境
に優しい植物油イン
キを使用しています。

本文には見やすく読み
まちがえにくいユニ
バーサルデザインフォ
ントを採用しています。

地域おこし協力隊 吉田隊員の

地域    オリーブ! act.16

問合せ先　☎090-9298-2231　MAIL　yoshifumijob@gmail.com

子どもたちとオリーブコサージュ
小曽原保育所で、子どもたちの特別な思い出づくりに、卒園式でつ
けるコサージュづくりを行いました。
当日は、子どもたちの想像力や溢れ出
るパワーに元気をもらいました。特別な
思い出になれば嬉しいです！

オリーブリースのワークショップ
を計画しています。詳細はインスタグラム
に投稿していますので、ご確認ください。

４月２７日（日）
お知らせ

アロマ虫よけ
スプレー作り

歯科衛生士さんによる
口腔ケア

おはなし会
〜絵本の読み聞かせ〜

● 朝日子育て支援センター ●
No.07輝け！

もぐもぐタイム♪
私の幸せな時間

かぼちゃパンツで
よ〜いどん

節分

ドンドンドン!
僕の太鼓の音で

オニさんくるかなぁ？

クリスマス会☆

親
子
触
れ
合
い
ゲ
ー
ム

た
か
い
た
か
〜
い

親子ひなまつり制作

　それいけ！HappyHalloween運動会

24


